
恭仁宮 大極殿跡（山城国分寺 金堂跡）

恭仁京

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

この記事は検証可能な参考文献や出典が全く示されていないか、不十
分です。
出典を追加して記事の信頼性向上にご協力ください。（2016年9月）

恭仁京（くにきょう/くにのみやこ）は、奈良
時代の都城の1つ。山背国相楽郡（現在の京都
府木津川市加茂地区）に位置する。正式名称
は「大養徳恭仁大宮（やまとのくにのおおみ
や）」。宮跡は山城国分寺跡と重複し、合わ
せて国の史跡に指定されている（指定名称は
「恭仁宮跡（山城国分寺跡）」）。

概要

発掘・調査

文化財
国の史跡

交通アクセス

周辺情報

脚注

関連項目

外部リンク

藤原広嗣の乱の後、天平12年（740年）12月15日聖武天皇の勅命により、平城京から遷都
された。相楽が選ばれた理由として右大臣（のち左大臣）・橘諸兄の本拠地であったこと
が指摘されている。

741年（天平13年）の9月に左京右京が定められ、11月には大養徳恭仁大宮という正式名称
が決定され、大極殿が平城京から移築され、大宮垣が築かれていき、宮殿が造られた。条
坊地割りが行われ、木津川に大きな橋が架けられた。しかし、都としては完成しないまま
743年（天平15年）の末にはこの京の造営は中止されて、聖武天皇は近江紫香楽宮に移
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り、742年（天平14）秋には近江国で宮の建設が始まり、さらに744年（天平16年）2月
に、穂積老を留守官に任じて難波京に遷都、さらに745年（天平17年）5月に都は平城京に
戻された。

遷都後、748年（天平18年）恭仁宮大極殿は山背国分寺に施入されている。

宮は平城宮を簡略化した程度で、南北750メートル、東西560メートルの南北に長い長方形
であった。朝堂院も平城宮より東西に幅が狭く、板塀で囲まれていた。西側は狭い谷間、
東側は木津川の氾濫原によって宮や京の造営が制約され、全体的に小規模であったとみら
れ、条坊制を示す遺構も確認されていない。
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大極殿跡 第1次平城宮大極殿
（復元）
恭仁京大極殿は第1次平
城宮の移築とされる。

内裏地区 

2015年10月8日、京都府教育委員会は、新年を祝う儀式である「元日朝賀」に用いる旗や
のぼりを立てたとみられる柱穴の跡が恭仁宮跡で見つかったと発表した。このような遺構
の発見は、還都後の平城京、長岡京の遺跡に次ぐ3例目であり、「正月を祝う習俗の跡とし
ては国内最古」という。京都府教育委員会は、741年（天平13年）と742年（天平14年）の
正月に儀式をした跡とみている[1][2]

◾ 恭仁宮跡（山城国分寺跡） 

1957年（昭和32年）7月1日、「山城国分寺跡」として国の史跡に指定[3]。
2007年（平成19年）2月6日、史跡範囲の追加指定および指定名称を「恭仁宮跡
（山城国分寺跡）」に変更[3]。
2008年（平成20年）7月28日・2010年（平成22年）2月22日・2015年（平成
27年）3月10日・2017年（平成29年）2月9日・2018年（平成30年）2月13
日、史跡範囲の追加指定[3][4]。

◾ JR関西本線（大和路線） 加茂駅 徒歩30分

◾ 木津川市立恭仁小学校（隣接）
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◾ 海住山寺

◾ 常念寺

◾ 恭仁京東北道

1. ^ “「幻の都」で新年祝った？　京都・恭仁京の宮跡に遺構 -佐藤剛
志” (http://www.asahi.com/articles/ASHB845ZSHB8PLZB00W.html). 朝日新聞
DIGITAL (朝日新聞社). (2015年10月9日) 

2. ^ “国内最古、正月祝う遺構か　京都・恭仁宮跡で旗の柱穴確認” (http://www.kyoto-
np.co.jp/top/article/20151008000139). 京都新聞 (京都新聞社). (2015年10月8日) 

3. ^ a b c 恭仁宮跡（山城国分寺跡） 
(https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/1712) - 国指定文化財等デー
タベース（文化庁） 

4. ^ 平成30年2月13日文部科学省告示第18号。 

◾ 山城国分寺跡

◾ 恭仁宮跡（山城国分寺跡） 
(https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/1712) - 国指定文化財等デー
タベース（文化庁）

◾ 恭仁宮跡の発掘調査 (http://www.kyoto-be.ne.jp/bunkazai/cms/?page_id=132) - 
京都府教育庁指導部文化財保護課

先代：
平城京

日本の首都
740年 - 744年

次代：
難波京

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=恭仁京&oldid=72199879」から取得

最終更新 2019年3月31日 (日) 06:20 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される
場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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